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２年生の始まりです 
 

いよいよ今日から新学期です。２年生となって新たな希望と少

しの不安を胸に登校したことでしょう。クラス替えにより、近く

に知っている人が少なくて不安に思っている人もいるかもしれま

せん。しかし、クラスの顔ぶれがかわっても“同じ学年の仲間”

として互いに声を掛け合いながら早くクラスに慣れてほしいと思

います。 

これからの１年間は、高校生活３年間の中で一番成長する１年

です。日々の授業だけでなく、修学旅行等の各種行事、部活動などを通して、個々が成長す

ることはもちろん、クラスそして２学年全体が成長することを願っています。そして、何事

に対しても「前向き」に「本気」で「とことん」取り組むことで３年次の集大成の結果が大

きく変わる、と言っても過言ではありません。 

「困難から逃げずに成すべきことを成し遂げる。」「やってはいけないことはしない。」

「社会性を磨き、互いに大切な存在であることを忘れずに接する。」といったことを心掛け

て、小さな目標から大きな目標まで自己実現を目指してください。 

 

 

１ ２学年の担任・副任紹介  
 

①担当教科 ②分掌・係 ③担当部活動 ④教務室以外の常駐場所 

組 １組 ２組 ３組 ４組 ５組 
学年主任 

長世 直幸 

（英語） 

学年副任 

中村 哲也 

（保健体育） 

高島 寛 

(理科) 

担任 

 

高橋 陽子 
①地歴公民 

②進路指導 

③バスケットボール 

④進路指導室 

塚本 徹 
①保健体育 

②生徒指導 

③陸上競技 

④体育教官室 

五傳木春奈 
①家庭 

②生徒会 

③家庭･文化福祉 

④被服準備室 

斉藤 貴嗣 
①数学 

②教務 

③サッカー 

④教務室 

小林 朋子 
①理科 

②保健防災 

③卓球 

④生物準備室 

副任 

 
勝海 裕一 

（国語） 

安部 和幸 
（数学） 

渡辺 由紀 
（理科） 

矢久保 彩加 

（英語） 

岸 一成 
（保健体育） 

 
２年生に求められるのは、学校の中核を担うということです。１学期中には、生徒会をは

じめ多くの部活動において３年生は引退し受験勉強に専念します。その後は、２年生が小千

谷高校のあらゆる場面で中心として動いていかなければなりません。３年生が引退した後を

しっかり引き継いでいけるように、今から自覚を持ち、先輩たちの姿や行動を見て学んでく

ださい。 
入学してきた１年生は先輩の振る舞いをよく見ています。先輩として後輩を導く立場とな

ることを自覚し、「谷高生」として成すべきことを当たり前に行い、頼もしく尊敬される先

輩であってほしいと思います。 
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２ 学校生活について （１年生の時の確認です）  

 
◎生活面について 
(１)遅刻はしない！  

8:25 朝学習、8:35 から SHR です。遅くとも 8:20 には教室に入室してください。「毎

日同じ時間に繰り返す」ということは、あたりまえのようで実は大変効果的で、10 分間

の朝学習の小さな積み重ねが後々あなたの大きな成長へとつながります。 

(２)欠席はしない！  
色々と不安をもちながらもまずは学校に来る。来てみれば何とかなるものです。やむ

を得ず欠席する場合は、昨年同様に保護者から学校に連絡をしてください。 

(３)あいさつ、清掃は自ら進んでする！ 

「コミュニケーション能力」は、将来仕事につく時に最も重視される資質です。そし

てコミュニケーションのスタートは、「服装を整え、印象よくあいさつをする」こと。

お互いを認め合うことにもつながります。そして、生活の質を高め、効率よく成果をあ

げるために、整理と清掃は欠かせません。全員で協力しあいましょう。 
(４)部活動や生徒会活動に積極的に参加しよう！ 

谷高は「文武両道」をモットーにしています。勉強の他にも、「打ち込めること」を

見つけてください。クラス以外にも自分の居場所がある、仲間がいるということは、苦

しいときにきっと助けになるはずです。部活動や生徒会活動は高校生の特権です。社会

で必要とされる「生きる力」は毎日の友人との生活の中で育んでゆくものです。 

(５)不要なもの（多額の現金、漫画、ゲーム機など）は学校に持ち込まない。 

谷高に来たから出会えた仲間とともに過ごす時間を大切にしてください。不要なもの

を学校に持ち込んだ場合は学校で一時預かりとなり、家庭連絡となります。 
(６)谷高生としての自覚と誇りをもち、品位を保つ！ 

服装・頭髪等については、「生徒心得」のきまりを必ず守ってください。きまりを守ら

ないことで学校は地域から信頼を失います。一生懸命に頑張っている仲間も含めて信頼

を失います。「ちょっとぐらいいいじゃん」という考えが、谷高生みんなの信頼を失いま

す。その責任は、誰が負うのですか。 

(７)自転車通学は学校の許可が必要です。 
自転車通学を希望する生徒は、「自転車通学許可願」を担任に提出し、許可を得てくださ

い。 

(８)バイク免許は、事情がある場合のみ許可 
本来、バイク免許取得は必要ないと思いますが、遠隔地など原付バイク免許取得が必

要な人は担任に申し出てください。学年団・生徒指導部で協議します。（許可された場

合は必ず届け出が必要） 
(９)アルバイトは原則禁止です。 

無許可アルバイトは特別指導の対象です。 

(10)携帯電話・スマートフォンは校内では電源を切り、個人ロッカーで保管する。 

違反行為があった場合には一時預かり、家庭連絡をします。（考査等の所持は、不正

行為と見なされて、その後のテストが０点となり、特別指導の対象となります。） 

家庭等に連絡が必要な場合は、放課後に生徒玄関で使用してください。 
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◎学習面について 
（１） 授業を大切にし、授業は集中して受ける。授業道具の忘れ物をしない。 

「授業を大切にすること」とは、『なぜ？』を解決し、『なるほど』の実感を増やし、前向きに学ぶ

姿勢で授業に集中しながら自分を磨くこと。 

（２）毎日３時間は家庭学習をする。 

高校生活も２年目。家庭学習目標時間は、平日３時間（学年＋１時間）、休日４時間（学年＋

２時間）です。日によって目標時間に達しなくても、１週間トータルで２３時間に達するように取り

組みましょう！昨年より増えた１時間は、１年生のときの授業科目のうちで入試に必要な科目の

復習時間に充てると良いと思います。早朝、通学の電車内、昼休み、夕食前などのスキマ時間

を上手に利用して『３時間の壁』を超えてゆけ。 

（３）提出期限を守る。 

「期限を守る」ことは、一般社会においても当然の、最低限守るべきルールです。「あなたの

遅れ」が目には見えない大きな迷惑を引き起こすことを自覚してください。もし万が一、期限ま

でに提出できない場合は、必ず担当の先生にその旨を伝え、至急提出しましょう。 

 

さらに 
困ったときは誰かに相談しよう。 

頑張りすぎて「疲れ果てる」ことのないように。すべてを完璧にしようとして健康を害しては何に

もなりません。本当に苦しくなったら誰かに話すことです。相談することは恥ずかしいことではあり

ません。悩みを一人で抱えないことも「生きる力」の一つです。友人でも、担任でも、部活動や養

護の先生でもかまいません。遠慮なく誰かに相談してください。 

 
 

＜保護者の皆様へ＞ 
 

お子様の２年生への進級おめでとうございます。２年生は部活動や学校行事など学校

の中心的な役割が期待されます。一方で、学校生活にも慣れて「中だるみの学年」とも

言われます。周りが中だるみをしている時に頑張れば大きなチャンスにもなります。そ

のチャンスを手にするかしないかは自分次第です。学習に部活動に学校行事など、何事

にも全力でチャレンジをしてお子様のさらなる成長を期待しています。今年１年間よろ

しくお願いします。 

 

 

◎携帯電話・スマートフォン使用時の一般的なマナー・心がけ 
① 書き込みを見る人に不安や不快感を与え、悪口やからかいと受け取られる表現は、 

絶対に記載してはいけない。 
② 他の人のことは絶対に記載せず、自他を問わずに個人を特定できる情報（学校名、学籍

番号、顔写真、等々）を記載してはいけない。 
③ 常識として他人の家を訪問すべきではない時間と同様に、『夜８時以降は通信（LINE、

Ｘ、Instagram 等への書き込み）を控え、夜 10 時～朝 7 時は通信しない。』 
④ 悪口の書き込みがあったら、スクリーンショット等で保存した上で担任等に相談する。 
⑤ 客観的な根拠もなく人を疑ってはいけない。 
 


